
襲撃

概

ポジテイブ心理学の展開

説

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
展
開

堀

毛

也

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
(
吉
田
在
耳
目
)
田
宮
7
0
-
o
笥
)
と
は
、
「
人
に
と
っ
て
良
い
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
る

べ
く
、
「
人
間
の
も
つ
長
所
や
強
み
(
印
可
巾

ap印
)
を
明
ら
か
に
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
能
を
促
進
し
て
ゆ
く
た
め
の

(l) 

科
学
的
・
応
用
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
さ
れ
る
(
∞
ミ
乱
2
h
r
r
o
u
g
h
8
4
)
。
人
が
何
を
良
い
こ
と
・
正
し
い
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
か
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
自
分
自
身
を
ど
う
管
理
し
て
ゆ
く
か
、
ま
た
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
か
な
ど
、
「
心
理
学
の
関
心
を
、
人
生
で
最
悪
な
こ
と
の
修
復
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
状
態
か
ら
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
特
質
に
も
向
け
て
ゆ
く
変
化
を
も
た
ら
す
触
媒
と
な
る
こ
と
」
(
宮
正

B
E
h
p
p安田
N
O
E
E
E丘
巳

(

2

)

(

3

)

 

N
O
C
C
)

が
そ
の
目
的
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
堀
毛
(
ニ
O
O
九
)
の
概
説
を
基
盤
に
、
最
新
の
知
見
を
加
え
な
が
ら
ポ

5 



ジ
テ
イ
ブ
心
理
学
の
発
展
動
向
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

6 

「
。
ホ
ジ
テ
イ
ブ
心
理
学
」
を
提
唱
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
セ
リ
グ
マ
ン
で
あ
る
。

(
4
)
 

セ
リ
グ
マ
ン
(
一
九
九
入
)
は
、
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
の
広
報
誌
で
あ
る

4
司
0
7
0
-
o
包
口
色
、
吋
O

仏
唱
ョ
に
掲
載
さ
れ
た
論

文
の
中
で
、
心
理
学
は
人
間
の
弱
み
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
良
い
と
こ
ろ
や
人
徳
(
員
EO)
を
研
究
す
る
学
問

で
も
あ
り
、
す
で
に
主
要
な
心
理
学
的
理
論
は
そ
の
よ
う
な
補
強
を
行
う
方
向
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、

ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
の
主
要
な
研
究
誌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
旨

g巴
g
D
同M
回一司口同戸。

-oぬ町一い

誌
が
、
二
年
に
わ
た
り
立
て
続
け
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
特
集
を
組
み
、
二

O
O
二
年
に
は
早
く
も
ハ
ン
ド
ブ
ツ

(5) 

ク
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
(
∞
ロ
ユ
2
h
F
F
O
H
)
O
N
N
O
O
N
)

、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
1

今
日
の
心
理
学
研
究
の
主
要
な
動

向
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
本
邦
で
も
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
一
幻
世
紀
の
心
理
学
の
可
能
性
」
(
島
井

(6) 

ニ0
2
)

や
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
入
門
」
(
島
井
言
。
九
)
が
出
版
さ
れ
、
主
要
な
学
会
で
も
た
び
た
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
が
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
注
目
し
た
の
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
人

間
性
心
理
学
(
国

E
S
E
a
-の
宮
古

Z-o∞
匂
)
も
同
様
な
観
点
を
も
っ
て
研
究
を
続
け
て
き
た
。
両
者
の
相
違
に
つ
い

(
2
)
 

て
、
セ
リ
グ
マ
ン
ら
(
ニ
0
0
0
)

は
、
人
間
性
心
理
学
で
は
人
は
本
来
的
に
善
で
あ
る
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
が
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
善
で
も
悪
で
も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
、
ま
た
、
人
間
性
心
理
学
に
比
べ
る
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
は
と
り
わ
け
実
証
的
な
デ
l
タ
や
そ
の
応
用
を
重
視
す
る
と
い
う
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
間
性
心

理
学
で
は
、
自
己
実
現
の
よ
う
に
最
適
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
発
達
に
関
す
る
論
議
を
重
視
す
る
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
は
日
常
の
「
平
均
的
」
な
人
の
ウ
エ
ル
・
ピ

i
イ
ン
グ
(
毛
色
lσσ
宮
∞
)

や
満
足
感
を
問
題
に
す
る
点
で
異
な



(8) 

(の
O
B
H
)
Z
P
N
c
c
m
)
。
け
れ
ど
も
そ
の
関
心
は
互
い
に
重
な
り
あ
い
、
覇
を
競
い
合
う
も

(9) 

(司

2
2
8
P
N
c
c
σ
)
。
ま
た
、
ポ
ジ
テ
イ
ヲ
心
理
学
は
、
臨
床
心
理
学
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
人
間
の
精

神
的
な
不
調
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
関
す
る
研
究
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る

の
で
は
な
い

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
研
究
す
る
こ
と
が
重
要
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
臨
床
心
理
学
と
タ
イ
ア
ツ

プ
し
つ
つ
、
健
常
な
人
々
の
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
の
促
進
や
強
み
(
長
所
)

の
強
化
を
目
指
そ
う
と
す
る
動
向
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
立
場
は
、
健
康
心
理
学
の
立
場
と
類
似
し
て

お
り
、
本
邦
で
も
健
康
心
理
学
者
が
中
心
と
な
っ
て
研
究
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
展
開

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
提
唱
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
十
年
し
か
た
た
な
い
学
問
で
あ
る
が
、
そ

ポジティブ心理学の展開

の
研
究
領
域
は
き
わ
め
て
幅
広
く
、
関
連
す
る
著
作
も
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
こ
で
は
、
二

O

O
二
年
に
出
版
さ
れ
た

(5) 

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
∞
ミ
ι
2
F
「
O
H
)
O
N
N
O
O
N
)
と
、
二

O

O
九
年
に
出
版
さ
れ
た
そ
の
改
訂
版
(
宮
宮
N
h
F

∞
口
三
戸

(m) 

N
C
C
C
)

を
比
較
し
な
が
ら
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
領
域
や
そ
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

表
ー
に
は
、
二
つ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
扱
わ
れ
て
い
る
研
究
内
容
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
主
要
な
四
つ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
(
感
情
、
認
知
、
対
人
関
係
、
自
己
)
に
お
い
て
は
、

テ
ー
マ
的
に
は
ほ
ぼ
一
貫
性
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
継

続
的
に
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
主
要
な
研
究
課
題

が
、
こ
れ
ら
の
テ
l
マ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
表
の
下
部
に
論
文
数
の

み
示
し
た
領
域
で
は
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
構
成
に
七
年
間
で
い
ろ
い
ろ
と
変
化
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
二

O
O
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表 1 ハンドブックの内容にみるポジティブ心理学の研究領域とその発展

領 域 研究主題 研究者(筆頭のみ) 2009 2002 
感情的アプローチ 主観的ウェル・ピーイング Diener， E 。。

フロー Nak田nura，J 。。
ポジティプ感情 Watson，D. 。。
自尊感情 He叫 tt，J. P. 。。
感情的対処行動 Stanton， A. L. 。。
情動知能 Salovey， P 。。
感情的創造性 Averill， J. R 。。

言十 (2002の2編は別領域に移動) 7 9 
認知的アプローチ 創造性 Sirnonton， D. K 。。

個人的制御 Tompson， S. C 。。
マインドフルネス Langer， E. 。。
楽観性 Carver， C. S 。。
楽観的説明スタイル Peterson， C. 。。
希望理論 R担 d，K. L. (Snyder， C. R.) 。。
自己効力感 Maddux， J. E. 。。
問題解決様式 Heppner， P. P. 。。
時間的展望 Boniwell，I 。
自己決定 Wehmeyer， M. L. 。
好奇，心 Kashdan，T.B 。
勇気 Pury. C. L. S 。
目標設定 Locke，E.A 。
知識への情熱 Schulman， M. 。

ノj、 計 (2002の 1編は別領域に移動) 12 11 
対人関係アプローチ 親密性の形成 Harvey. J. H. 。。

思いやり (compassion) Cassell， E. J. 。。
共感・愛他性 Batson， C. D 。。
許容'性 McC叫lough，W.E 。。
感謝 Wa出ns，P. C. (Emmons， R. A.) 。。
愛情 Hendrick， C. (Hendrick， S.) 。。
成人の愛着 Lopez， F. G. 。
親密な関係のポジテイピテイ Maisel，N. C 。
道徳性 Schulman， M. 。

計 8 7 
自己基盤アプローチ 現実交渉(re油tynegotiatiori) H辺gins，R. L 。。

謙虚さ (h山凶lity) T出Jgney，J. P 。。
自己確証 North， R. J.(Swann， W. B.) 。。
独自性 (distinctiveness) Vignoles， V. L. 。
本来性 (authenticity) .Harter， S 。
ユニークネス L戸田， M. 。

小 計 4 5 
生物学的アプローチ タフネス他 Dienstbier， R. A. 1也 4 4 

特定の対処アプローチ スピリチュアリアイ f也 Parga工nent，K. 1.11也 6 7 

ポジテイブ心理学の視点 イルネスからの脱却 Maddux，J.E 
5 3 

(2002では長所の同定) 精神的健康の科学をめざして他 Keyes， C. L. M.他

将来展望 ポジ‘アイブ心理学の将来他 Lopez， S. J.1也 3 3 
ポジァイプ心理学の発展 P心理学:過去・現在・未来他 Diener， E. 11也 6 
生涯発達的視点 発達におけるレジリエンス他 Masten， A. S他 5 
ポジァイブな機構 ポジァイブ・スクール{也 Huebner， E. S. 1也 5 
イントロダクション P心理学、予防、セフピー Seligman， M. E. P l 

特定の母集団と場面 (生涯発達、特定対処等に移動) 5 
ぷ口込 計 65 55 

※筆者欄の( )は筆頭発表者の交代を示す

8 



九
年
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
特
に
目
立
つ
の
は
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
構
(
巳
∞

E
E
5ロ
)
(
第
九
部
)
」
と
し
て
五
章
が

新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
っ
ち
一
章
は
二

O
O
二
年
の
改
訂
)
、
ま
た
、
「
ラ
イ
フ
ス
パ
ン
を
通
じ
た
ポ

ジ
テ
イ
ブ
心
理
学
(
第
二
部
)
」
と
し
て
二

O
O
二
年
の
論
文
が
四
章
(
新
た
な
書
き
下
ろ
し
が
一
章
)
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
か
ら
、
こ
の
数
年
間
で
、
発
達
を
含
む
応
用
的
な
側
面
へ
の
関
心
の
高
ま
り

が
み
ら
れ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、

二
O
O
九
年
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
冒
頭
に
は
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
発
展
(
第
一
部
)
」
と
し
て
新
た

に
六
章
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
や
っ
ち
一
章
は
二

O
O
二
年
の
改
訂
)
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
発
展
を
術
搬
す
る

(
日
)

重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
章
で
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
編
者
で
あ
る
ロ
ペ
ス
ら
(
一
一
O
O
九
)
が
、
心

理
学
に
研
究
領
域
を
越
え
た
統
合
的
な
視
点
を
築
く
た
め
に
は
、
従
来
の
研
究
が
主
た
る
対
象
と
し
て
き
た
人
間
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
、
精
神
的
な
不
調
を
感
じ
て

U
る
人
口
の
二

O
%
に
あ
た
る
人
々
よ
り
も
、
健
常
な
八
O
%
の
人
々
が
利
用
可
能
な
科
学
や
実
践
に
結
び
つ
く
手

だ
て
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
二

O
O
九
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一

ポジテイブ心理学の展開

回
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
国
際
会
議
で
も
、

一
、
五
O
O
名
近
い
参
加
者
の
半
数
以
上
が
実
践
に
携
わ
る
人
々
で
あ

り
、
臨
床
的
な
相
談
業
務
を
越
え
た
健
常
者
向
け
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
学
問
領
域
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
続
く
第
二
章
で
は
、
主
観
的
ウ
エ
ル
・
ビ

l
イ
ン
グ
の
研
究
で
著
名

(ロ)

な
デ
ィ

l
ナ
1
5
M
g
o
F
N
C
C
U
)

が
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
編
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ス
ナ
イ
ダ
l

(
∞ロ三一四
F

。
・
戸
一

二
O
O
六
年
一
月
に
急
逝
)
や
、
提
唱
者
で
あ
る
セ
リ
グ
マ
ン
の
功
績
を
た
た
え
た
う
え
で
、
よ
い
人
生
や
人
間
の

強
み
に
つ
い
て
科
学
的
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
、
今
の
世
界
が
抱
え
る
紛
争
や
飢
餓
、
環
境
問
題
等
を
克
服
す
る

9 



新
た
な
手
だ
て
と
な
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
加
え
て
デ
ィ

l
ナ
l
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
へ
の
批
判
や
、

10 

そ
れ
に
答
え
る
方
向
性
と
し
て
、
①
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
構
に
つ
い
て
の
研
究
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
②
よ
り
広
範
な

実
践
に
向
け
て
研
究
成
果
を
開
放
し
、
他
の
学
問
領
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
、
③
介
入
実
践
の
基
盤
と
な
る
科

学
的
知
識
を
整
備
す
る
こ
と
、
④
過
去
の
著
名
な
研
究
成
果
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
研
究
に
関
す
る
研
究
成
果
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
に
も
、
こ
う
し
た
指
摘
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

反
映
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
主
要
な
研
究
領
域

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
研
究

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
第
一
部
で
は
、
先
に
述
べ
た
二
つ
の
章
に
引
き
続
き
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
(
。
o
E
h
w
早
主
広
島
'

(日
)

(

H

H

)

回

O
P
N
C
C
C
)
、
特
性
的
強
み
の
分
類
と
測
定
(
司
2
2
8ロ
h
F
E円
F
N
O
O
C
)
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
応
用

P
E
a
u

(

日

)

(

路

)

叩

け

包

-
u
N
C
C
C
)
、
文
化
的
文
脈
内
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学

3
2但
B
o
g
H
M
E
5
5
・』

2
目

H
J
N
O
O
C
)

と
い
う
四
つ
の

(

2

)

(

9

)

 

章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
セ
リ
グ
マ
ン
ら
(
ニ
0
0
0
)

や
ピ

l
タ

l
ソ
ン
(
ニ
O
O
六
)
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
研
究

領
域
を
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
や
主
観
的
経
験
に
関
す
る
レ
ベ
ル
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
個
人
特
性
や
認
知
に
関
す
る
レ

ベ
ル
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
構
・
制
度
な
ど
環
境
レ
ベ
ル
と
い
う
、
互
い
に
関
連
す
る
三
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
構
成
さ
れ

る
も
の
と
論
じ
て
お
り
、
四
つ
の
章
の
内
容
は
こ
う
し
た
構
成
と
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
本
号
で
も
、
こ
れ
ら

の
指
摘
や
表
1
の
内
容
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
感
情
、
認
知
・
特
性
、
対
人
関
係
・
文
化
、
応
用
と
い
う
四
部
を
構
成
し

解
説
を
進
め
て
い
る
が
、
研
究
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
紹
介
で
き
る
内
容
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
る
。



研
究
の
第
一
の
レ
ベ
ル
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
や
主
観
的
経
験
に
関
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と

し
て
分
類
さ
れ
る
内
容
に
は
、
快
感
情
を
中
心
に
、
喜
び
、
興
奮
、
熱
狂
、
関
心
、
満
足
、
安
堵
、
平
穏
な
ど
の
感

情
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
表
ー
に
も
あ
る
よ
う
に
、
人
が
あ
る
行
為
に
熱
中
し
て
い
る
と
き
に
感
じ
ら
れ
る
フ
ロ

i

(
げ
)

(国

04『
)
体
験
(
包
括
的
な
「
流
れ
る
よ
う
な
」
経
験
一

Q
野田
N
O
己
E

E
宮
L
C
C
C
)
も
、
こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

主
観
的
経
験
の
一
端
と
さ
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
改
訂
版
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
コ
ー
ン
と
フ
レ
ド
リ

(
日
)

ク
ソ
ン
(
。
o
E
h
v
早
急
ロ
o
z
o
p
N
C
C
C
)

が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
は
、
対
極
に
位
置
す
る
も

(
路
)

の
で
は
な
く
、
本
質
的
に
異
な
る
感
情
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
(
当
主
g
P
2
包

-
L
S∞
)
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
も
つ

こ
と
自
体
、
創
造
的
な
考
え
方
や
活
動
・
関
係
を
拡
張
し
、
持
続
的
な
資
源
を
築
き
、
健
康
や
充
実
感
を
高
め
、

層
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
活
性
化
さ
せ
、
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
さ
せ
る
と
い
う
循
環
モ
デ
ル
の
考
え
方
(
拡
張
|
形
成
モ

(
四
)

デ
ル
一
早
足
江
口
官
。
P
N
C
C
H
)

や
そ
れ
に
基
づ
く
介
入
研
究
の
成
果
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
や
注
意
の
拡
大
技

法
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
手
法
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
本
号
で
は
拡
張
|
形
成
モ
デ
ル
を

ポジテイブ心理学の展開

中
心
と
す
る
概
説
(
大
竹
論
文
)
に
引
き
続
き
、
「
感
謝
」
を
例
と
し
た
進
化
的
適
応
環
境
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

感
情
の
機
能
に
関
す
る
論
考
(
本
多
論
文
)
、
空
想
傾
向
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
関
連
に
関
す
る
斬
新
な
論
考
(
松

同
論
文
)
、
多
面
的
感
情
測
定
尺
度

(
P
A
N
A
S
)
を
中
心
と
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
技
法
や
妥
当
性
お

よ
び
関
連
す
る
研
究
成
果
に
関
す
る
紹
介
(
阿
久
津
論
文
)
を
お
願
い
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
研
究
発
展
の
概
要
の

把
握
を
試
み
た
。

な
お
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
主
観
的
経
験
の
中
で
、
も
っ
と
も
多
様
な
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
主
観
的
ウ
エ
ル
・
ビ

i
イ
ン
グ
(
田
口
g
o
a
-
4
0
4〈巾ロ
lσ

∞
宮
∞
)
研
究
に
関
し
て
は
、
デ
ィ

l
ナ
l
ら
や
大
石
に
よ
る
優
れ
た
展
望
(
巴

g
R

11 



(

却

)

(

幻

)

(

辺

)

E
E
一
E
B
F
2
F
E
S
U
N
C
C
ω
一
大
石

て
い
る
た
め
、
本
号
で
は
テ
l
マ
と
し
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
複
数
の
論
考
で
ウ
エ
ル
・
ビ
l
イ
ン
グ
や
幸
福

感
に
関
連
す
る
内
容
が
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
基
本
と
な
る
考
え
方
の
み
紹
介
し
て
お
く
。
デ
ィ

l
ナ
l
ら

(
忽
)

(ニ
0
2
)

に
よ
れ
ば
主
観
的
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ (お

)

(

3

)

(

泊
)

二
O
O
九
)
が
な
さ
れ
て
お
り
、
堀
毛
(
ニ

0
2、
印
刷
中
)

で
も
論
及
し

12 

(
S
W
B
)
と
は
、
「
人
々
が
あ
る
時
点
で
、
ま
た
長
期
に
わ
た

り
、
自
分
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
-
評
価
す
る
か
」
を
意
味
す
る
用
語
と
さ
れ
る
。
デ
ィ

l
ナ
l
ら
は
、

S
W
B
を
日

常
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
強
さ
(
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
弱
さ
を
含
む
)
と
一
般
的
な
人
生
満
足
感
(
民

o
g江
田
宮
?

E
C
ロ)
の
結
合
し
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
が
、
最
近
は

S
W
B
を
多
次
元
的
に
と
ら
え
、
感
情
的
幸
福
感
と
人
生
満

足
感
を
、
感
情
的
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
、
認
知
的
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
と
し
て
区
別
す
る
考
え
方
が
一
般
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
で
主
張
し
た
「
エ
ウ
デ
モ
ニ
ア

(
2
E
E
o
E伊
)
」
の
概
念
、
す
な
わ
ち
、
請
け
合
っ
た
課
題
に
対
す
る
強
い
関
与
、
あ
る
活
動
に
従
事
し
て
い
る
と

き
に
味
わ
う
充
実
感
、
な
ど
を
中
心
と
す
る
認
知
的
な
ウ
ェ
ル
・
ピ
l
イ
ン
グ
と
し
て
「
心
理
的
ウ
ェ
ル
・
ビ

l
イ

(
お
)

ン
グ
(
宮
古
宮
口
色
白
色
者
。
ロ
l
Z
E∞
)
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

B
z
n
H
S
C
)。
さ
ら
に
、
セ
リ
グ

(

お

)

(

幻

)

マ
ン
(
ニ
0
0
ニ
)
や
ピ

l
タ

l
ソ
ン
ら
(
司

2
2
8
p
a
m
F
U
N
g
m
)
は
、
感
情
的
な
側
面
を
「
悦
楽
的
人
生
」
、
認
知

的
な
側
面
を
「
意
味
的
人
生
」
と
し
て
区
別
し
た
う
え
で
、
フ
ロ

l
感
覚
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
的
な
楽
し
さ

を
基
盤
と
す
る
側
面
も
、

S
W
B
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
関
与
的
人
生
」
と
し
て

(
お
)

(関

4
2
L
S∞
)
は
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
充
実
し
た
人
生

区
別
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
キ
l
ズ

を
送
っ
て
い
る
と
い
う
認
知
を
「
社
会
的
充
実
感
(
目

2
E
巧
色
l
Z
E∞
)
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
ウ
エ
ル
・
ピ
l
イ
ン
グ
の
捉
え
方
そ
の
も
の
に
多
様
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
把
握
す
る
尺
度
に
も
相
違
が
あ
る
の



で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
‘
フ
な
特
性
・
認
知
研
究

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
第
二
の
領
域
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
個
人
特
性
や
認
知
に
関
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
欧
米
で

は
、
個
人
の
も
つ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
特
徴
を
「
強
み

(印可

g∞
任
回
)
」
と
と
ら
え
、
積
極
的
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
生
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
が
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ
て
い
る
(
切
O
君。

F

(
却
)

N
C
C
∞
)
。
そ
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
道
具
が
、
ク
リ
プ
ト
ン
ら
に
よ
る
に
よ
る
三
四
の
資
質
発
見
(
回

5
Eロ∞
E
E
F

(

初

)

(

泊

)

。民け
O
D
U
N
C
E
)

や
、
ピ

l
タ

i
ソ
ン
と
セ
リ
グ
マ
ン

(
=
0
0
四
)
に
よ
る
人
間
の
強
み
(
出
口

g
g印可
g∞
任
回
)
に
関

す
る
研
究
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
∞
可

g∞
岳
民
宮
(
目
白
と
い
う
測
定
道
具
が
開
発
さ
れ
て
お
り
(
英
語
の
み
)
、

w
e
b
で
質
問
に
回
答
す
る
と
本
人
の
特
質
と
し
て
五
つ
の
強
み
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
(
本
邦
で
の
ア
ク
セ

ス
に
は
書
籍
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
)
。
後
者
に
関
し
て
は
、
人
間
の
強
み
に
関
す
る
組
織
的
な
検
討
の
結
果
を

ポジテイブ心理学の展開

経
て
、
表

2
に
一
不
す
二
四
の
強
み
が
選
択
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に
図
l
に
示
す
よ
う
な
関
連
を
も
つ
こ
と
も
指
摘
さ

(9) 

れ
て
い
る
(
司
2
2
8
P
N
C
C
O
)
。
ピ

l
タ

l
ソ
ン
ら
は
、
こ
れ
を
精
神
疾
患
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
い
る

D
S
M

-
wと
同
様
に
、
人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
能
を
分
類
・
測
定
す
る
枠
組
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
「
生
き
方
の

原
則

(
V
I
A
-
-
S
)
」
と
呼
ば
れ
る
二
四
0
項
目
か
ら
な
る
測
定
道
具
も
開
発
さ
れ
て
い
る

(
幻
)

一5
0
五
)
。

(
邦
訳
は
、
大
竹

ら
表

1
・
2
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
う
し
た
個
々
人
の
特
性
や
認
知
的
特
質
、
ま
た
自
己
認
知
・
制
御
傾
向

壮
一
寸
に
関
心
を
も
っ
研
究
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
主
要
な
研
究
領
域
を
構
成
し
て
い
る
。

13 



文献百による)

領域 長 所

勇気 勇敢/勤勉/誠実性

正義 チームワーク/平等・公正/リーダーシップ

人間性・愛 親切/愛する力・愛される力

節度 自己コントロール/思慮深さ・慎重/謙虚

超越性
審美心/感謝/希望・楽観性/精神性/寛大/ユーモア・遊戯

，心/熱意

知恵・知識 好奇心・興味/向学心/判断/独創性/杜会的知能/見通し

-親切

感情的な心

-感謝

・愛
・精神性
・ユーモア

・審美心

・社会的知能

-寛大 他
・チームワーク半

・リーダーシップ‘ E 
焦
点

文献芝)

14 

人間の強みとなる特性リスト(島井、 2006表2

-熱意

・希望

・好奇心

-独創性・勇敢

・向学心 | ・公平

・見通し | ・謙虚

・勤勉|
l ・誠実性

自己コントローレ

| ・思慮深さ
・判断|

精神的な心

強み聞の相互関連 (Peterson，2006 文献旦;堀毛、 2009

本
号
で
は
、
特
性
研
究
の
全
般
的
な
動
向
に
つ
い
て
解
説
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
(
小
玉
論
文
)
、
個
別
の
研
究

自
己
に
焦
点

図 1

テ
ー
マ
と
し
て
広
く
関
心
の
も
た
れ
て
い
る
精
神
的
回
復
力
(
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
小
塩
論
文
)
と
楽
観
主
義
(
外
山

論
文
)
を
取
り
上
げ
、
幅
広
く
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
る
二
氏
に
解
説
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
注
目
を
集



め
て
い
る
テ
l
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
本
来
性

(gpsto-q)」
を
と
り
あ
げ
、
最
新
の
動
向
を
ふ
ま
え
た
解
説

を
お
願
い
し
た

(
伊
藤
論
文
)
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
対
人
関
係
研
究

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
研
究
の
第
三
の
領
域
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
対
人
関
係
に
関
連
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ

イ
ブ
な
対
人
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
親
密
な
人
間
関
係
(
己

B
2
0
E
5
5
E官
こ
研
究
の
中
で
数
多
く

(
お
)

の
成
果
が
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
ハ

l
ヴ
ェ
イ
と
ウ
エ
ン
ツ
エ
ル
(
出
担
当

aF巧
g
N
O
Y
N
g
o
)
は
、
こ
う
し
た
親
密

な
対
人
関
係
の
説
明
に
寄
与
す
る
理
論
と
し
て
、
進
化
理
論
、
社
会
的
交
換
理
論
、
認
知
|
行
動
論
、
愛
着
理
論
の

四
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
進
化
理
論
は
、
配
偶
者
選
択
行
動
等
を
中
心
に
、
親
密
な
人
間
関
係
を
種
の
存
続
を
促

進
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
説
明
し
て
き
た
。
社
会
的
交
換
理
論
は
、
保
有
す
る
資
源
の
交
換
と
い
う
視
点
か
ら
、

認
知

l
行
動
理
論
は
、
関
係
に
対
す
る
認
知
・
解
釈
や
そ
の
バ
イ
ア
ス
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
親
密
な
人

間
関
係
の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
愛
着
理
論
で
は
、
幼
児
期
に
形
成
さ
れ
る
養
育
者
と
の
心
の
つ

ポジテイブ心理学の展開

な
が
り
(
愛
着
)

が
、
内
的
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
と
し
て
、
成
人
期
の
親
密
な
対
人
関
係
に
影
響
を
与
え
、
恋
愛

や
愛
情
関
係
の
維
持
、
そ
し
て
フ
ラ
リ
ッ
シ
ユ
な
関
係
(
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
協
調
的
な
努
力
に
よ
り
よ
い
方
向
に

(
1
)
 

維
持
さ
れ
る
関
係
)
に
結
び
つ
く
と
さ
れ
て
い
る
(
∞
ミ
己
2
h
F
F
O匂
O
N
N
0
0
3
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
も
ハ

l
ヴ
エ
イ

(
担
)

と
パ
ウ
エ
ル
ズ
(
出
戸

2
4
b
Eロ巧∞
Z
u
N
C
C
C
)

に
よ
る
「
気
遣
い

(
E
E岳
呂
)
」
研
究
の
紹
介
を
筆
頭
に
、
愛
着

や
愛
情
に
関
連
す
る
章
が
設
け
ら
れ
、
こ
う
し
た
研
究
の
内
容
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
夫
婦
、
家
族
、
恋
愛
、
友
人
関
係
等
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
認
知
や
帰
属
の
し
か
た
に
み
ら
れ
る
特
質

15 



を
指
摘
す
る
研
究
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
恋
愛
・
婚
姻
関
係
に
あ
る
カ
ッ
プ
ル
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

(
お
)

に
関
し
、
他
の
関
係
性
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
信
念
を
い
だ
き
や
す
く
(
〈

E

E口
哲

hrpzσ
ロ
戸
呂
田
)
、
相
手

の
理
想
化
、
特
に
関
係
初
期
に
お
け
る
理
想
化
傾
向
が
、
関
係
の
満
足
感
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
愛
情
、
信
頼
感
を

(
お
)

高
め
る
こ
と
(
冨
ロ
ロ
者
W
2
包・

5
8
)
、
関
係
の
維
持
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
働
く
出
来
事
は
相
手
に
帰
属
し
、
ネ
ガ
テ

(
幻
)

イ
ブ
な
出
来
事
は
自
分
に
帰
属
す
る
こ
と
(
パ
ー
ト
ナ
ー
中
心
バ
イ
ア
ス

W
E
2
5ヨ
h
w
F
E
σ
ロ
ミ

-HSC)
、
満
足

度
の
高
い
結
婚
を
し
て
い
る
人
々
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
罪
を
状
況
の
一
時
的
な
特
徴
に
帰
属
さ
せ
や
す
く
、
自
己
防

(
お
)

衛
的
な
傾
向
を
抑
制
し
、
建
設
的
に
反
応
す
る
こ
と
(
胃
邑

E
q除
E
Z
E
B
u
E
G
C
)
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)

さ
ら
に
、
ゴ
ッ
ト
マ
ン
と
シ
ル
バ
ー

(
C
0
2
2
g
h
w
∞
苛
巾

F
E
C
C
)
は
、
満
足
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
で
は
、
お
互

い
に
向
き
合
う
こ
と
が
多
く
、
注
音
山
、
支
援
、
ユ
ー
モ
ア
、
愛
情
を
示
す
小
さ
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
を
一
不
し
合
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
ジ
エ
ス
チ
ャ

l
を
、
互
い
の
つ
な
が
り
の
保
持
を
助
け
る
「
注
意
の
入
札

(σ
三
田
宮
門
主
'

(
必
)

Z
2
5ロ
)
」
と
名
付
け
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゲ
イ
ブ
ル
ら
吉
田
E
P
2但
f
N
g
ω
)
は
、
こ
れ
ま

16 

で
の
対
人
関
係
研
究
が
葛
藤
や
障
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
関
係
行
動
の
除
去
(
告
白
色
。
ロ
胃
2
2
R
嫌
悪
過
程
)
に

向
け
ら
れ
て
き
た
と
指
摘
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
の
促
進
(
若
宮
t
t
g
胃
。
ロ
巾
回
目
・
増
進
過
程
)
に
注
意
を
向
け

る
べ
き
こ
と
、
ま
た
自
分
の
人
生
に
生
じ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
出
来
事
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
語
る
こ
と

(g宮
g-R巳
写
ロ
・

資
本
化
)
が
、
個
人
的
な
利
益
ば
か
り
で
な
く
、
相
互
関
係
的
な
利
益
と
し
て
働
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

本
号
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
関
係
の
発
展
・
維
持
や
ウ
エ
ル
・
ビ

l
イ
ン
グ
と
の
関
係
、
資
源
の
バ
ラ
ン
ス

や
関
係
構
築
の
た
め
の
努
力
な
ど
、
幅
広
い
内
容
の
概
説
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
(
大
坊
論
文
)
、
親
密
な
人
間

関
係
と
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
の
関
連
に
関
す
る
論
考
(
上
出
論
文
)
、
お
よ
び
組
織
内
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
関



係
に
関
す
る
論
考
(
日
向
野
論
文
)
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
応
用
的
側
面

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
環
境
・
制
度

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
研
究
領
域
と
し
て
、
対
人
関
係
と
と
も
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
構
・
制
度
に
も
関
心
が
向

け
ら
れ
て
い
る
。
二

O
O
九
年
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
側
面
が
「
ポ
ジ
テ

イ
ブ
な
制
度

S
S
R
-
4
Z
S
R
E
E
O
D
)
」
と
し
て
新
た
な
パ

l
ト
を
構
成
し
、
「
家
族
中
心
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
学
校
」
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
職
場
」
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
制
度
や

法
・
政
策
」

J

と
い
う
五
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
環
境
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
特

性
の
発
達
を
促
進
し
、
結
果
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
主
観
的
経
験
を
も
た
ら
す
と
い
う
考
え
方
が
あ
る

2
2
0
5
0
p

(9) 

N
C
C
G
)

。

こ
の
う
ち
学
校
環
境
に
つ
い
て
は
、

(
1
)
 

ス
ナ
イ
ダ
l
ら

2
8
5
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー
リ
ン
グ
(
吉
田
吉
話

ポジテイブ心理学の展開

田口
7
0
0
E∞
)
と
し
て
基
本
的
な
考
え
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
は
、
「
配
慮
」
「
信

頼
」
「
多
様
性
の
尊
重
」
を
基
盤
と
す
る
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
意
味
し
、
教
師
は
個
々
の
生
徒
が
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
や
動
機
付
け
を
発
展
で
き
る
よ
う
、
個
性
に
あ
わ
せ
た
目
標
を
育
成
す
る
教
育
を
促
進
す
る
こ

(
日
出
)

と
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
ヒ
ユ
ブ
ナ
l
ら

2
2
σ
E
F
2
戸

F
U
N
g
c
)
も
、
学
校
満
足
感
(
臼
岳
。
。
-
S江田
P
2
5ロ
)
に

関
す
る
研
究
成
果
を
紹
介
し
つ
つ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
の
特
徴
と
し
て
、
(
こ
主
観
的
ウ
ェ
ル
・
ピ

l
イ

ン
グ
が
学
術
的
成
功
に
関
連
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
、
感
情
的
に
健
康
な
学
生
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

17 



( 

ー) 

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
能
力
・
関
心
の
個
人
差
に
対
応
で
き
て
い
る
こ
と
、
(
三
)
支
援
的
な
教
師
や
仲
間
関
係

18 

を
促
進
す
る
こ
と
、
(
四
)
生
徒
の
挑
戦
や
自
発
的
活
動
を
通
じ
関
与
を
高
め
る
よ
う
な
課
題
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
、
(
五
)
生
徒
に
あ
わ
せ
多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
五
点
が
学
校
環
境
と
し
て

(
位
)

重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
に
、
シ
ユ
ラ
イ
ナ
ー
ら
(
∞
ロ
7
5
E
o
p
z
包
-
u
N
O
C
C
)

も
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
大
学
教
育
に
関
し
、
自
己
決
定
理
論
を
背
景
と
し
た
戦
略
と
し
で
、
(
こ
学
習
内
容
や
強
み
に
よ
る
貢
献
を

通
じ
て
学
生
聞
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
教
室
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
感
覚
を
強
め
る
こ
と
、
士
乙
こ
れ
ま
で
の
学
習
や

現
在
の
関
心
に
あ
わ
せ
、
生
徒
の
強
み
や
学
習
ス
タ
イ
ル
を
引
き
出
す
よ
う
に
、
能
動
的
な
学
習
経
験
が
得
ら
れ
る

工
夫
を
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
構
築
す
る
こ
と
、
(
三
)
明
確
な
期
待
と
選
択
、
最
適
な
挑
戦
の
レ
ベ
ル
を
割
り

当
て
る
こ
と
に
よ
り
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と
、
(
四
)
タ
イ
ム
リ
ー
‘
で
頻
繁
か
つ
建
設
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

与
え
る
こ
と
に
よ
り
学
生
の
学
術
的
な
自
己
効
力
感
を
高
め
る
こ
と
、
と
い
う
四
点
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
必
)

ま
た
、
労
働
環
境
に
つ
い
て
は
、
ラ
サ
ン
ス
と
ユ
セ
フ

P
E
E
S
A
W
5
5由民
w
N
C
C
C
)

が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
組

織
行
動
と
し
て
、
自
己
効
力
感
、
楽
観
主
義
、
希
望
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
四
つ
の
能
力
に
基
づ
く
行
動
を
重
視

す
る
考
え
方
を
提
唱
し
て
お
り
、
法
政
策
に
関
し
て
は
、

(
斜
)

N
C
C
C
)

が
、
フ
ラ
リ
ッ
シ
ユ

(
出
己
記
戸
∞

hw
回
目
ロ

E
O口付日戸胆「

(
元
気
感
)
を
促
進
す
る
法
や
政
策
、
市
民
参
「
加
の
あ
り
方
等
を
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

ハ
ン
と
ブ
ル
メ
ン
サ

l
ル

制
度
」
と
し
て
研
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
文
化
も
環
境
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
や
認
知
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
、
大

(
お
)

石
(
ニ
0
0
九
)
は
、
幸
福
感

(
7
8
H
)
宮
冊
目
白
)
や
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
西
欧
で
は
先
述
し
た

と
お
り
「
エ
ウ
デ
モ
ニ
ア
」
に
基
づ
く
人
生
満
足
感
・
充
実
感
や
「
快
楽
主
義
」
に
基
づ
く
感
情
的
満
足
感
が
重
視



さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
東
洋
で
は
、
孔
子
の
説
く
「
仁
、
孝
、
札
」
な
ど
に
示
さ
れ
る
関
係
的
調
和
感
、
仏
陀
の

説
く
「
解
脱
、
無
我
」
な
ど
平
穏
な
心
性
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
文
化
が
異
な
れ
ば
、
重
視

さ
れ
る
幸
福
感
も
異
な
り
、
そ
れ
を
追
求
す
る
「
人
生
の
意
味
」
に
も
違
い
が
生
じ
る
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
論
議
は
「
文
化
心
理
学
」
領
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
邦
の
研
究
者
も
す
ぐ
れ
た
業
績
を

あ
げ
て
い
る
。
本
号
で
は
、
「
文
化
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」
と
し
て
独
立
し
た
一
部
を
設
け
、
そ
う
し
た
研
究
の

中
か
ら
、
幸
福
感
に
関
す
る
国
際
研
究
の
成
果
(
唐
沢
・
菅
論
文
)
や
、
自
己
高
揚
動
機
の
文
化
差
に
関
連
す
る
研

究
成
果
(
小
林
論
文
)
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
自
己
呈
示
の
文
化
差
に
関
連
す
る
研
究
成
果
(
吉
田
論
文
)
に
つ
い
て
ま

と
め
て
い
た
だ
い
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
理
的
介
入

ポジテイブ心理学の展開

'
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
は
、
先
に
論
じ
た
よ
う
に
人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
能
の
促
進
と
い

う
点
に
あ
る
。
そ
の
背
-
景
に
は
、
(
ニ
極
端
な
不
適
応
機
能
で
は
な
く
日
常
生
活
上
の
問
題
に
視
点
を
お
く
、

(
二
)
不
適
応
と
の
違
い
は
単
に
程
度
問
題
で
、
健
康
|
不
健
康
を
連
続
体
と
し
て
と
ら
え
る
、
(
三
)
心
理
学
的
な

不
調
は
、
病
気
と
異
な
り
、
個
人
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
る
、
(
四
)
強
み
を

同
定
し
、
弱
さ
や
イ
ル
ネ
ス
へ
の
緩
衝
装
置
と
し
て
精
神
的
健
康
を
促
進
す
る
、
と
い
う
健
康
心
理
学
的
な
考
え
方

(

必

)

(

必

)

が
あ
る
(
冨
包
品
目
"
N
c
o
p
F
E
a
u
Z
巴
J
N
O
C
C
)
。
こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て

(
灯
)

は
、
す
で
に
小
玉
(
ニ
0
0
六
)
の
優
れ
た
論
考
が
あ
る
が
、
本
号
で
は
、
あ
ら
た
め
て
「
健
康
」
に
関
す
る
概
念
的
定

義
を
吟
味
し
つ
つ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
幻
想
、

ス
ト
レ
ス
関
連
成
長
を
中
心
に
最
近
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い

19 



た
(
堀
毛
裕
子
論
文
)
。
加
え
て
W
H
O
の
憲
章
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
ス
ピ
リ
ッ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
健

(
川
崎
)

康
と
関
連
づ
け
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

(E門官
E
O
E
F
富
山
号

g
a
h
g
c
)。
本
号
で
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

ス
ピ
リ
ッ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
的
定
義
や
モ
デ
ル
を
含
め
、
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い

20 

学
と
の
関
連
を
中
心
に
、

て
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
(
尾
崎
論
文
)
。

さ
ら
に
、
近
年
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で
は
、
研
究
の
進
展
と
並
行
し
て
健
常
人
の
ポ
ジ
テ
イ
ピ
テ
イ
を
高
め
る

応
用
的
な
介
入
技
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
の
聞
に
、
特
に
幸
福
感
の
増
進
を
め

ざ
し
た
幸
福
感
介
入

(
E
3
5
2∞
E
Z
H
4
8音
ロ
)
技
法
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。
幸
福
感

(
却
)

を
増
進
さ
せ
る
手
だ
て
に
関
し
て
は
、
フ
ォ

l
ダ
イ
ス
(
司
O
E
3
0
L
S
ω
)
が
、
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
、
社

(
閉
山
)

会
性
を
磨
く
こ
と
な
ど
一
四
の
戦
略
を
提
言
し
て
い
る
。
セ
リ
グ
マ
ン
ら
(
ニ
O
O
五
)
に
よ
れ
ば
、
幸
福
感
を
増
進
す

る
技
法
は
、
こ
う
し
た
研
究
を
含
め
一

O
O
以
上
に
達
す
る
と
さ
れ
る
。
本
号
で
は
、
こ
う
し
た
中
か
ら
、
ポ
ジ
テ

イ
ブ
な
認
知
を
形
成
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
解
決
志
向
ア
プ
ロ
ー
チ
の
技
法
と
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
論
考
を

お
願
い
し
た
(
織
田
論
文
)
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
介
入
技
法
の
見
直
し
を
含
め
、
新
た
な
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た
技
法
と

(

日

)

(

必

)

し
て
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
手
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
(
宮
田
区

(
Y
N
C
S
L
E弓
"
2
包

-uNCS)
。
(
こ
リ
フ
の

心
理
的
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
の
考
え
方
を
基
盤
と
す
る
ウ
エ
ル
・
ピ

l
イ
ン
グ
・
セ
ラ
ピ

l
(河
口

E
h
F
司
君
P

(
臼
)

N
C
E
)

、
(
二
)
自
己
決
定
理
論
の
三
つ
の
動
機
(
関
係
性
、
自
律
性
、
有
能
性
)
を
基
盤
と
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル

(
臼
)

ネ
ス
認
知
療
法
(
回

5
3
2
E
h
c
c
ω
)、
(
三
)
環
境
や
認
知
を
変
化
さ
せ
、
新
た
な
基
準
作
り
を
行
い
、
幸
福

感
を
感
じ
る
領
域
の
優
先
順
位
を
見
直
し
て
新
た
な
領
域
に
目
を
む
け
さ
せ
る
「
Q
O
L
セ
ラ
ピ

l
」
(
司
法
号
u



(
日
)

N
0
0
0
)

、
(
四
)

(
お
)

セ
リ
グ
マ
ン
ら
(
ニ
0
0
一
一
)
の
主
張
す
る
「
三
つ
の
人
生
」
の
考
え
方
を
基
盤
と
す
る
「
ポ
ジ
テ
イ

(
日
)

ブ
心
理
療
法
」
(
同
g
E
(
Y
N
S∞)。

(
印
)

さ
ら
に
セ
リ
グ
マ
ン
ら

2
8
5
は
、
「
幸
福
感
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
五
七
七
名
の

参
加
者
に
、

一
週
間
に
わ
た
り
五
つ
の
課
題
の
う
ち
一
つ
を
行
わ
せ
、
そ
の
後
六
ヵ
月
に
わ
た
り
幸
福
感
の
変
動
を

追
跡
調
査
し
た
結
果
、
二
一
つ
の
課
題
(
自
分
が
も
っ
五
つ
の
強
み
の
う
ち
一
つ
に
つ
い
て
新
し
い
使
い
方
を
考
え
る
、

そ
の
日
に
生
じ
た
良
い
こ
と
を
一
二
つ
上
げ
そ
の
原
因
を
考
え
る
、
そ
の
日
に
親
切
に
し
て
く
れ
た
が
御
礼
が
言
え
な

か
っ
た
人
に
感
謝
の
手
紙
を
書
く
)
が
幸
福
感
の
継
続
的
な
持
続
・
上
昇
に
有
効
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
健
常
な
人
々
の
日
常
的
幸
福
感
の
増
進
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
研
究
と
し
て
、
感
謝
の
表
明
、
楽
観
的

見
方
の
養
成
、
考
え
す
ぎ
・
比
較
の
回
避
な
ど
二
一
個
の
幸
福
行
動
の
中
か
ら
、
強
み
、
短
所
、
目
標
、
ラ
イ
フ
ス

ポジテイブ心理学の展開

タ
イ
ル
な
ど
に
よ
り
個
々
人
に
あ
っ
た
行
動
(
自
然
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
価
値
の
あ
る
こ
と
)
を
選
択
し
実
践

(
日
)

す
る
こ
と
を
提
唱
す
る

3
5
8
1白
色
再
可
百
円
技
法

(
F

ヨ
Z
E
a
q唱

N
C
C
斗
)
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
増
進
す
る

一
二
の
実
践
(
オ
ー
プ
ン
に
な
る
、
質
の
高
い
関
係
を
も
っ
、
親
切
さ
を
養
成
す
る
、
な
ど
)
を
通
じ
日
常
の
ポ
ジ

(
日
)

テ
イ
ブ
感
情
を
記
録
す
る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ

l
ト
フ
ォ
リ
オ
技
法
(
『
百
乱
立
品
目
o
p
N
O
S
)
な
ど
も
提
唱
さ
れ
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
将
来

本
号
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
、
全
般
的
な
展
開
が
把
握
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
が
、

扱
う
べ
き
領
域
は
広
大
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
テ
l
マ
も
多
岐
に
わ
た
る
。

方

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容

21 



に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
々
の
研
究
領
域
に
お
け
る
基
礎
的
な
知
見
は
充
実
し
て
い
る
が
、
相

E
の
関
連
に
関
す

22 

る
統
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
欠
け
る
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
。
こ
の
特
集
で
も
、
統
合
的
な
方
向
性
を
構
築
し
つ
つ

章
立
て
を
図
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
お
そ
ら
く
一
つ
の
核
と
な
る
考
え
方
は
ウ
エ
ル
・
ピ

l

イ
ン
グ
や
幸
福
感
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
「
強
み
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
内
容
か
ら
考
え
て
も
、
ポ

ジ
テ
イ
ブ
心
理
学
の
進
む
べ
き
方
向
は
多
様
で
あ
る
。

本
邦
で
は
、
先
に
も
論
じ
た
よ
う
に
健
康
心
理
学
や
感
情
心
理
学
を
中
心
と
す
る
展
開
が
先
行
し
て
い
る
が
、
社

会
心
理
学
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
心
理
学
、
教
育
心
理
学
等
、
多
岐
に
わ
た
る
領
域
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
へ
の
関
心

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
本
号
の
執
筆
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
若

手
の
研
究
者
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
関
心
を
も
ち
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
将
来
へ
の
期
待
を
抱
か

せ
る
。
十
年
と
い
う
短
い
歴
史
の
な
か
で
、
理
論
的
観
点
の
整
備
や
実
証
的
な
研
究
方
法
の
工
夫
に
も
不
足
が
感
じ

ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
今
後
臨
床
心
理
学
や
人
間
性
心
理
学
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
「
人
間
の
ポ
ジ

テ
イ
ブ
な
機
能
」
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
は
き
わ
め
て
意
義
深
く
、
心
理
学
に
新
た
な
観
点
と
よ
り
広

範
な
応
用
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。
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